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地方フォーラム・インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」の体制イメージ 



【中国ブロック】2018/3/27  「ちゅうごく」設立 
（フォーラムリーダー）広島大学 藤井教授 
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（参考）インフラメンテナンス国民会議・組織体制 

地方フォーラム（全国１０ブロック） 

北海道 東北 関東 北陸 中部 近畿 中国 四国 九州 沖縄 



【中部ブロック】2018/1/26  設立 
（フォーラムリーダー）玉野総合コンサルタント 原田氏 
（活動計画） 
(1)産学官連携による現場ニーズとシーズとの情報交換 
(2)インフラメンテナンスに関するオープンイノベーション 
(3)インフラメンテナンスに関する情報の収集及び情報提供 
(4)インフラメンテナンスに関する技術の現場検証 
(5)その他中部フォーラムの目的を達成するために必要な事項 

【九州ブロック】2018/2/2  設立 
（フォーラムリーダー）九州大学 日野教授 
（活動計画） 
・自治体へのヒアリング等を基にニーズ・課題を抽出し、他自治体の経験や民間企
業等の知恵やアイデア等を参考にしてグループ討議等を行い、民間のシーズとマッ
チングさせる。 
・マッチングした技術の現場試行を行い、適用性、効果等を検証し、自治体支援、技
術開発を推進する。 

【四国ブロック】2017/12/26  設立 
（フォーラムリーダー）愛媛大学 矢田部教授 
（活動計画） 
・会員等へのヒアリングやアンケートを基に課題を抽出し、マッチングさ
せる。 
・施設管理者のニーズを持ち寄って、民間のシーズとマッチングさせるこ
と。 
・技術革新のための企業連携・技術マッチングを図る場を提供すること。 
・自治体の課題解決に向けて、他自治体の経験や民間企業等の知恵や
アイデア等を参考にしてグループ討議を行い、解決の方向性を模索する
こと。 

【近畿ブロック】2016/11/30  設立 
（フォーラムリーダー）（一社）国土政策研究会 片岡氏 
（活動計画） 
インフラメンテナンスボランティアセンターＷＧ/近畿情報ＷＧの設置 
●自治体支援を目的としたグループ討議の開催 
●自治体のニーズ等の収集と情報発信・民間のシーズ等の収集と情報発信 
●メンテナンス技術の提案・議論の場の開催 
●企業マッチングのコーディネート etc 

【北海道ブロック】2018/3/23  設立 
（フォーラムリーダー）北海道大学 横田教授 
（活動計画） 
北海道の地方公共団体が管理する土木・建築関連施設全般におけ
る、 
メンテナンスを継続するうえでの課題に対し、以下の活動を行う。 
○グループ討議等により、地方公共団体の課題(ニーズ)を共有・明
確化し、解決の手法を検討。 
○課題(ニーズ)と民間企業等の技術・ノウハウ(シーズ)の官民・民民
の技術マッチングを実施。 
○マッチング技術のフィールドでの実証試験などで効果を検証。 
○得られた成果を情報発信し、メンテナンス技術の社会実装を促進。 

【東北ブロック】2018/4/27  設立 
（フォーラムリーダー）東北学院大学 石川教授 

【関東ブロック】2018/3/29  設立 
 

【沖縄ブロック】６者（うち行政１）2018/3/22  設立 
（フォーラムリーダー）琉球大学 有住教授 
（活動計画） 
 ・自治体へのヒアリング等を基にニーズ・課題を抽出し、他自治体の
経験や民間企業等の知恵やアイデア等を参考にしてグループ討議
等を行い、民間のシーズとマッチングさせる。 
・マッチングした技術の現場試行を行い、適用性、効果等を検証し、
自治体支援、技術開発を推進する。 

【北陸ブロック】2018/3/26  設立 
（フォーラムリーダー）長岡技術科学大学 丸山教授 
（活動計画） 
・包括的発注方式や複数年契約、詳細設計付き工事発注方式、CMなどインフラメンテ
ナンス維持、修繕技術を導入する体制など仕組みづくりの研究や導入支援。 
・インフラメンテナンスにかかるグッドプラクティスの情報共有と技術導入に向けた支援。 
・新技術、新工法の情報共有。 
・登録メンターによる自治体に対する個別技術相談。 

【中国ブロック】2018/3/27  「ちゅうごく」設立 
（フォーラムリーダー）広島大学 藤井教授 
（活動計画） 
・オープンイノベーションによる異業種の連携や技術の融合、マッチング（中国地方の企業間でのマッチングによる
技術開発） 
・自治体ニーズ（課題）解決に向けた民間企業等のノウハウの情報交換（中国地方独自の課題解決策等の検討） 
・地域における技術者育成の活動支援（三方良しのフィールドイベント開催等）※三方：①自治体 ②民間企業 ③
市民・学生 
・インフラやメンテナンスへの関わりを深めるための実践活動を展開 （継続的な市民参画型イベント等の実践） 
・各地域の個性ある取組の推進（各県単位でのイベント開催、各県相互の交流機会の創出） 

（参考）インフラメンテナンス国民会議・地方フォーラムの設立状況等 

○ ベストプラクティスの全国的な普及に向けて、各フォーラム等の地方における活動（地方フォーラム）を展開 
○ H30年度より、全国１０ブロックにおいて地方フォーラムの取組を展開 

 地方フォーラムの設立・運営に関心のある会員をメルマガで呼びかけ 

１０ブロックが設立 
 （北海道、東北、関東、北陸、中部、近畿、中国、四国、九州、沖縄） 

〈地方フォーラムの設立状況〉 
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